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研究成果の概要：本研究では、友人など親密な他者に対して自分自身のポジティブな側面を示

すことが自尊心や精神的健康の高揚、維持に寄与するプロセスを検討することを目的とした。

大学新入生の友人ペアを対象にして、４か月にわたって４回の縦断調査を行った結果、自らの

親しみやすさの側面を他者に示すことで、実際に他者からそのような評価を得ることができ、

互いの関係満足感を高めることが明らかとなった。 
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１．研究開始当初の背景 

青年期において精神的健康や自尊心を高
く維持することは重要な課題であり、これま
で多くの研究がこの課題に取り組んできた。
本研究では、親密な他者に対して自己呈示を
行うことが自尊心や精神的健康の高揚、維持
に寄与するプロセスを検討した。また、その
前提条件として、親密な関係においては自己
高揚動機および自己確証動機をともに満た
すことができることを検証した。 

高自己評価者と低自己評価者の自己呈示
傾向の相違についてはいくつかの見解があ

る。Baumeister, Tice, Hutton (1989) によれ
ば、高自己評価者は自己高揚的自己呈示を行
い、低自己評価者は自己防衛的自己呈示を行
うということである。また、久保（1998）で
は、高自己評価者は自らの望ましくない部分
よりも望ましい部分を積極的に呈示するの
に対し、低自己評価者ではそのような傾向は
見られないという結果が得られている。これ
らの結果は低自己評価者が自己高揚的呈示
を行いにくいという傾向を示している。 

低自己評価者が自己高揚的自己呈示を行
いにくい理由としてはいくつか考えられる
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が、その１つとして、低自己評価者が自己高
揚的自己呈示を行うことは自己高揚動機の
充足につながるが、自己確証動機を満たすこ
とができないことが挙げられる。低自己評価
者にとって自己高揚的自己呈示で呈示され
ている自己は、自己認知を大きく逸脱したも
のであり、正確なものであるとは思えない。
そのため、仮に他者から求めていた自己高揚
的なフィードバックを得ることができたと
してもそれを正確な評価であると受け止め
られないために、自尊心や精神的健康の高揚
につながらない。すなわち、他者に対して自
己呈示を行い、それについてフィードバック
を受け取るというプロセスの中で自尊心や
精神的健康を高揚・維持するためには、自己
高揚的な呈示を行い自己高揚的なフィード
バックを受け取るだけでなく、そのフィード
バックを正確であると認知することが必要
である。 

Swann, Bosson, & Pelham (2002)の提唱
する戦略的自己確証（Strategic self- 

verification）モデルは、このような自己確証
動機と自己高揚動機の両立が親密な関係に
おいては可能であることを示している。戦略
的自己確証モデルでは、親密な他者からはポ
ジティブな評価を受けるに値すると考え、親
密な他者から自己認知よりもポジティブな
評価を受けていてもそれを正確な評価であ
ると認識しているとしている。また、Swann 

et al. (2002)では、恋人から好ましい評価を
望むことと実際に恋人から好ましい評価を
得ることを、恋人に対して好ましい自己呈示
を行うことが媒介していることを示してい
る。 

 すなわち、親密な他者に対して積極的な自
己呈示を行うことで、自らの求める理想的な
評価を得ていると認識することができると
考えられる。そして、理想的な評価を恋人か
ら得ていると思えることは自尊心の高揚・維
持にもつながり、また精神的健康も高めると
考えられる。 

  

２．研究の目的 

 本研究では、親密な他者に対して自己高揚
的自己呈示を行うことが自尊心や精神的健
康の高揚、維持に寄与するプロセスを検討す
ることを目的とした。 

（１）青年期において友人関係を維持するこ
とは重要である。また、良好な友人関係を維
持するためには、友人から好ましい評価を得
ていると認知することができること、そして
実際に友人から好ましい評価を得ているこ
とが必要であると考えられる。研究１では、
友人に対して自己高揚的な自己呈示を行う
ことが友人からの評価に影響を与えるかに
ついて検討する。 

友人に対してどのような自己呈示を行う

かに関しては、谷口（2006）や谷口ら（2005）
が大学新入生を対象とした縦断的研究を行
い、検討している。谷口（2006）では、大学
新入生が大学入学前の友人に対しても、また
大学入学後の友人に対しても、自己評価より
もポジティブな自己を呈示しようとする自
己高揚的自己呈示を行っていることが示さ
れた。本研究では、まず、友人に対して自己
高揚的自己呈示を行っていることを確認す
る。また、友人関係の維持のためには友人か
ら高い評価を得ることが必要であると考え
るため、もともとの自己評価が低い低自尊心
者の方が高自尊心者よりも自己高揚的な自
己呈示を行う傾向が強いとの予測について
検討する。 

親密な関係にある他者からの評価につい
て、谷口・大坊（2004）は恋人関係を対象に
して検討しており、恋人からは自己評価より
も高い自己高揚的な評価を得ていると推測
していることを示している。研究 1 では、友
人からどのような評価を得ているかの推測
である反映的自己評価（長谷川・浦, 1999）
が自己高揚的であるかだけでなく、実際に友
人からは自己高揚的な評価を得ているのか
についてもペア調査を行うことで検討する。
すでに形成されている友人関係では、自己高
揚的な評価を得ていると予測できる。また、
そのような傾向は、親密である関係において
顕著であるという予測についても検討する。 

以上の検討を行った上で、研究 1 では、自己
呈示が友人からの評価に及ぼす影響につい
て検討する。谷口（2005）では、自己呈示行
動として化粧行動を取り上げ、親密な異性関
係において、自己評価→自己呈示動機→反映
的自己評価という影響過程がみられること
を示している。また、谷口（2006）では、大
学新入生を対象とした縦断的調査において、
友人に対して自己高揚的自己呈示を行って
いることが、その後の反映的自己評価を高め
ることを示している。研究 1 では、友人関係
において自己高揚的な自己呈示を行うこと
が反映的自己評価に与える影響に加え、実際
の友人からの評価に自己呈示がどのような
影響を与えるかについても検討を行う。具体
的には、自己評価→友人に求める評価→自己
呈示→友人からの評価→反映的自己評価、と
いう仮説モデルについて検討する。また、自
己呈示が友人からの評価に与える影響過程
は関係の親密さの高低によって異なること
が予測されるため、関係の親密さの高低別に
検討を行う。親密さが高い関係では、積極的
に自己呈示を行わなくても友人から充分に
高い評価を得ているため、親密さが低い関係
に比べて、自己呈示は友人からの評価に影響
を与えないと予測できる。 

(2) 研究 2 では、同性の友人に対して自己呈
示を行うことが、友人との関係の形成、及び



 

 

自尊心の高揚に寄与するプロセスを検討す
る。 

友人関係の形成・維持のためには、友人か
ら好ましい評価を得ていると認知すること
（反映的自己評価が高い）、そして実際に友
人から好ましい評価を得ていることが必要
であると考えられる。また、ソシオメーター
理論（Leary & Downs, 1995）が自尊心を社
会的絆が確保されているかどうかの指標で
あると定義していることに従えば、自尊心の
高揚・維持にも、友人からの評価、及び反映
的自己評価が高いことが寄与すると予測で
きる。 

 以上より研究 2 では、友人関係のペア・時
系列データを収集し、自己呈示がその後の関
係満足感（友人関係の形成の指標）及び自尊
心に与える影響、そしてその影響を反映的自
己評価、及び友人からの評価が媒介するかを
検討する。なお、友人関係の形成・維持のた
めには、自らが親しみやすく好意的な人物で
あると思われること、自尊心の高揚・維持に
は、能力ある人物であると思われることがそ
れぞれ必要であると考えられるため、関係満
足感に対しては親しみやすさの自己呈示が
与える影響、自尊心に対しては有能さの自己
呈示が与える影響を検討する。 

 

３．研究の方法 

まず研究１では、実際に親密な関係におい
ては自己高揚動機および自己確証動機をと
もに満たすことができていることを確認し、
親密な他者から自己高揚的な評価を望むこ
とと実際に親密な他者から好ましい評価を
得ることの間を、親密な他者に対して自己高
揚的自己呈示を行うことが媒介するという
仮説の検証を行うために、質問紙調査を行っ
た。質問紙調査では、被調査者に友人とペア
になるよう求め、ペア同士を互いの回答がわ
からない距離に移動させ、個別に質問紙への
回答を求めた。質問紙の内容は、①自己認知、
②ペアになった友人に対してどの程度好ま
しい自己呈示を行っているのか、③ペアにな
った友人から実際にどのような評価を得て
いると推測できるか、④ペアになった友人か
らの評価はどの程度正確であると思えるか、
⑤ペアになった友人に対する評価、⑥関係の
親密さ、⑦自尊心、⑧孤独感、である。自己
呈示を測定する尺度としては、谷口・大坊
（2006）の自己呈示尺度の中から「有能さ」
と「個人的親しみやすさ」の 2因子に含まれ
る項目を使用した。 
 研究 2 では、大学新入生を対象にして縦断
的ペア調査を行い、１、友人に対して自己高
揚的な自己呈示を行うことで、その後実際に
友人から好ましい評価を得ることができる
のか、２、親密になるにつれて友人に対して
実際に自己高揚的な評価を行うようになる

のか、３、そのような自己高揚的な評価は自
己高揚的な自己呈示によって媒介されるの
かについて検討した。調査は、大学新入生を
対象に、4月～７月にかけて４回（1月間隔）、
行った。調査は、研究代表者が担当する心理
学関連の講義中に行い、被調査者に友人とペ
アになるよう求め、ペア同士を互いの回答が
わからない距離に移動させ、個別に質問紙へ
の回答を求めた。質問紙の内容は、１、自己
認知、２、ペアになった友人に対してどの程
度好ましい自己呈示を行っているのか、３、
ペアになった友人から実際にどのような評
価を得ていると推測できるか、４、ペアにな
った友人からの評価はどの程度正確である
と思えるか、５、ペアになった友人に対する
評価、６、関係満足度、７、関係の親密さ、
８、自尊心、９、精神的健康、であった。 
 
４．研究成果 
 研究の結果、以下のことが明らかとなった。 
(1)友人関係で自己高揚的自己呈示を行うと
いう傾向は低自尊心者で顕著に見られた。友
人関係を維持するためには相手からある程
度ポジティブな評価を得る必要があると考
えられる。自己評価の低い低自尊心者は、そ
のような評価を得るために自己高揚的な自
己呈示を行うのではないかと考えられる。 
また、友人からは高い評価を得ていると推測
しているだけでなく、実際に自己高揚的な評
価を得ていた。さらに、低自尊心者ほど、自
己高揚的な評価を得る傾向は顕著であり、親
しい関係であるほど、友人から高い評価を得
ていた。この結果は、低自尊心者にとって親
密な友人関係は、ポジティブなフィードバッ
クを与えてくれる重要な関係であることが
示唆している。 
(2)友人に“親しみやすい”という自己呈示
を行うことで、実際に友人から“親しみやす
い”という評価を得ることができ、そのよう
な評価を得ることで関係満足感が高くなっ
ていた(Figure 1 参照)。 
(3)友人から“親しみやすい”という評価を
得ることができれば、その後、友人の関係満
足感も高くなっており、“親しみやすい”と
いう自己呈示は、友人から高い評価を得るこ
とで、自己呈示を行った本人と友人の両方の
関係満足感を高めており、自己呈示が関係の
安定に繋がっていることが示された(Figure 
1 参照)。 
(4)友人に“能力がある”という自己呈示を
行っても、友人からの評価を高めることはで
きず、能力に関して友人から実際に高い評価
を得ていても、自尊心が高くなるわけではな
かった(Figure 2 参照)。 
(5)自己呈示⇒反映的自己評価⇒自尊心、と
いう影響過程がみられ、有能さの自己呈示が
自尊心を高めるという関連は、他者を介さな



 

 

い影響過程であることが示された(Figure 2
参照)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 1  親しみの自己呈示から友人からの

評価、反映的自己評価を媒介した
関係満足感への影響 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 2  有能さの自己呈示から友人からの

評価、反映的自己評価を媒介した
自尊心への影響 
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